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                                  校長 石 丸 揚一朗 

学年末に実施いたしました学校評価アンケートにご協力いただき、ありがとうございま

した。前期と大きな傾向の変化はなく、生徒の多くが「学校は安心して過ごせる場所」と回

答し、人間関係や行事・部活動についても引き続き高い評価をいただきました。本校の教育

活動が、子どもたちの安心感や成長につながっていることをうれしく受け止めています。 

一方で、家庭学習の習慣づくりや学習の進め方については課題が見られました。また、 

地域の方々と関わる学習についても、子どもたちや保護者の皆様に十分に実感されるまで

には至っていない状況がうかがえました。学力の向上や豊かな学びの実現には、学校の取組

に加え、家庭での環境づくり、そして地域との連携が欠かせません。 

今回の結果を真摯に受け止め、次年度の学校経営に生かしてまいります。今後ともご理解

とご協力をよろしくお願いいたします。 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さつない学園 

幕別町立札内中学校 

 

 

 

 

 

【教育目標】「生気あふれる姿勢でたくましく生きる生徒を育てる」 
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学校だより 

令和７年度 第１１号 

令和８年 2月 2７日(金）発行 

【さつない学園めざす子どもの姿】  「ふるさとを愛し たくましさを身に付けた子ども」   

～３つの力を磨く義務教育９年間～  自ら表現していく力   自ら学ぼうとする力   他とかかわり合う力 

よりよい学校づくりを目指して 

学校と家庭で考えたいこと 
今月 25日、本校では、講師を招き各学年で２回目のネットトラブル防止教室を実施しました。

SNSやオンライン上のやり取りは急速に広がり、子どもたちの日常の一部となっています。一方

で、SNSをきっかけとする深刻なトラブルも全国的に後を絶ちません。海外においても、子ども

の利用に一定の制限を設ける法整備が進むなど、社会全体で対応すべき課題となっています。利

便性の裏側には、大きなリスクがあることを改めて認識する必要があります。 

文部科学省の次期学習指導要領に向けた議論でも、情報モラルは単なるルール遵守ではなく、

情報を扱う主体として責任ある判断と行動ができる力の育成が重視されています。本校でも、教

育活動全体を通して、繰り返し指導してまいります。 

しかしながら、SNSの利用は学校だけで管理・指導できるものではありません。使用時間の管

理や閲覧内容の確認、アカウントの把握、トラブル発生時の迅速な相談体制づくりなど、家庭で

の具体的な関わりが不可欠です。「子どもに任せている」「自由に使わせている」状況の中で起き

る問題は、決して他人事ではありません。 

子どもたちを守る最後の砦は家庭です。学校と家庭が同じ方向を向き、継続的に声をかけ合い

ながら支えていくことが何より重要です。情報社会を生きる子どもたちが、自ら考え、責任ある

行動ができるよう、引き続きご理解とご協力をお願いいたします。 

日 曜 校内行事 校外・その他 1便 2便
体育館
開放

1 日

2 月
・１５：４０～　2月9日～3月19日　あかしや「教育懇談会」

16:00 17:30 ○

3 火

・１５：００～町振興会各部会・企画委員会（幕中）高橋、中本

16:00 17:30 ○

4 水
公立高校入試学力検査日 ・１８：３０～学校運営協議会

16:00 17:30 ○

5 木
公立高校入試面接日
職員会議

・１６：３０ー町オーストラリア海外事前研修会（トレセン）参加生徒
16:00 17:30 ○

6 金
生徒総会

16:00 17:30 ○

7 土

8 日

9 月
・１８：３０～PTA役員会

16:00 17:30 ✖

10 火
・２ｈ：１Ａ、３ｈ：１Ｂ、４ｈ：１Ｃ『食育授業』本間
栄養教諭来校　１年家庭科 16:00 17:30 ✖

11 水
公立高校入試追試試験日

16:00 17:30 ✖

12 木
・１６：４５ー幕別町オーストラリア海外事前研修会（出発あいさつ　役

場→研修　トレセン）参加生徒 12:40 16:00 ✖

13 金
『第51回卒業式』９：２０開始

11:00 12:10 ✖

14 土
・幕別町吹奏楽交流会（幕別清陵高校）

15 日

16 月 16:00 17:30 ○

17 火
公立高校入試合格発表日 ・１６：４５ー幕別町オーストラリア海外事前研修会　予備日（スポセ

ン）参加生徒 16:00 17:30 ○

18 水 16:00 17:30 ○

19 木
まくべつ教育の日

16:00 17:30 ○

20 金
春分の日

21 土

22 日

23 月
大掃除 ・　９：３０～卒業式（札内南小）

・１０：００～卒業式（途別小） 16:00 17:30 ○

24 火
修了式　離任式

16:00 17:30 ○

25 水
年度末休業

〇

26 木 〇

27 金 〇

28 土

29 日

30 月 〇

31 火 〇

3月の行事予定表
令和７年度　　幕別町立札内中学校 【2.25現在】



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜※2 月 15 日までの結果を記載しています＞ 

 

1月 12日（月）【ソフトテニス部】全十勝Ｂ級女子大会 

ベスト８ 三浦（２Ａ）齊藤（２Ｄ） 

ベスト 16 根本（２Ｂ）佐藤（２Ａ）、牧野（２Ｄ）髙瀬（２Ａ）、杉本（２Ｄ） 

1月 24日（土）【卓球部】全十勝中学校学年別卓球大会 

【女子】準優勝 谷沿（２C） ３位 五十嵐（１B） 山田（１C） 

1月 24日（土）【サッカー部】U14フットサル十勝予選（決勝トーナメント） 

札内・札内東中〇2（4）-2（3）●新得 B 札内・札内東中●0-1〇緑南・音更中 ベスト 8 

1月 31日（土）～２月 1日（日）【男子ソフトテニス部】北海道中学校インドアソフトテニス研修大会 

ベスト 16 小笠原（２C）梶川（２B） 

1月 31日（土）～２月 1日（日）【バレーボール部】おおさかスポーツ杯 

ベスト 8   

【予選】札内中〇2-0●帯広第五中   

【決勝リーグ】札内中〇2-0●帯広第五中 札内中●0-2〇下音更中  優秀選手賞 鈴木（２D） 

1月 31日（土）～２月 1日（日）【スピードスケート部】第 46回全国中学校スケート大会 

男子 1000ｍ 青木（３Ｃ）11位 山﨑（２Ａ）20位  

男子 3000ｍ 髙橋（２Ｃ）4位入賞 

男子 5000ｍ 髙橋（２Ｃ）4位入賞 

男子 500ｍ 山﨑（２Ａ）10位 

男子 1500ｍ 青木（３Ｃ）10位 
2月 14日（土）【男子ソフトテニス部】全十勝室内ソフトテニス選手権大会（B級男子） 
優勝 小笠原（２C）梶川（２B）  ベスト 16 小栗（２A）加藤（２B） 
2月 14日（土）15日（日）北海道中学生インドアソフトテニス研修大会 
２位リーグ 予選リーグ敗退 根本（２B）佐藤（２A） 
３位トーナメント初戦敗退  牧野（２D）髙瀬（２A） 

２月 14日（土）全十勝中学校スピードスケート新人戦大会 

男子 500ｍ 山﨑（２Ａ）2位   男子 1000ｍ 山﨑（２Ａ）3位 
 

 ２月 13 日（金）に一日体験入学が行われました。学習や生活に関わることを一通り説明した
のち、３年生が身振り手振りを交えながら小学校と中学校の違いについてより具体的に説明しま
した。あいさつの仕方や委員会活動のこと、部活動や校外生活のことなど自分たちが中学校生活
の中で意識して取り組んできたことを後輩たちに伝えている姿を見て、伝統の継承を感じること
ができました。小学生に楽しんでもらえるように趣向を凝らした各グループの発表を見て、緊張
していた６年生も表情が緩み笑顔で説明を聞いていました。 
説明後、実際に授業を受けている中学生の姿を参観し、４月からの中学校生活をイメージでき

た児童も多くいたように思います。２年生は最上級学年、１年生は学校を支える先輩になる自覚
をもち、残り少ない３学期を充実させることを期待しています。 

１月末に、１学年を対象として講師の先生をお招きし、避難所運営ゲーム（Doはぐ）を実施し

ました。災害時に避難者を受け入れる立場から考える活動を通して、防災に対する理解を深める

ことができました。本校は、平成 28 年８月 31 日に台風 10 号の影響を受け、実際に避難所を

開設し、最大 574名の避難者を受け入れました。 

今回の学習は、その経験を踏まえながら避難所運営について改めて考える貴重な機会となりま

した。学習を通して、避難所を開設・運営するにあたっては、地区ごとの区割りや避難者一人ひ

とりの状況把握、季節への対応、感染症対策など、多くの点に配慮する必要があることに気付き

ました。また、配慮が必要な方々のニーズを丁寧に聞き取り、それに応えていくことが常に求め

られること、その場その瞬間に最適な判断を下す力が重要であることも学びました。 

さらに、自分自身も被災者でありながら避難所を開設・運営することの大変さを理解するとと

もに、災害時にはお互いに支え合いながら生きているということを改めて実感する時間となりま

した。 

 

※当時の写真 

25日（水）、学校支援なかにわの丹羽祐介さん、仲筋純平

さんを講師としてお招きし、各学年でネットトラブル防止教

室を実施しました。 

当日は、実際に全国で起きている SNS に関するトラブル

事例をもとに、「なぜその出来事が起きたのか」「自分だった

らどう行動するか」について、具体的に考える時間がありま

した。軽い気持ちで投稿した一言や写真が、思いもよらない

広がりを見せてしまうこと、画面の向こう側には必ず相手が

いることなど、身近なテーマだからこそ、生徒たちは真剣な

表情で耳を傾けていました。 

これからの時代 SNS を利用しないのではなく、メリット

とデメリットを理解し SNS に利用されない正しい知識や使

い方を身に付けていくことが大切です。 

 


